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学 位 論 文 題 目 AdditionalEffectsofBosentaninPatientsWith
ldiopathicPulmonaryArterialHypertensionAlready
TreatedWithHigh-DoseEpoprostenol
(高用量エポブロステノールにて治療 され てい る特発性

肺動脈性肺高血圧症患者へのボセ ンタン追加 効果)

論 文 審 査 委 員 教授 成瀬 恵治 教授 山本 和秀 准教授 四方 賢一

学 位 論 文 内 容 の 要 旨

特発性肺動脈性肺高血圧症は､PGI2製剤のエポブロステノールやエンドセリン受容体桔抗剤の

ボセンタンにて治療 されている｡現在これ ら薬剤の併用療法が提唱されているが､高用量のエポ

ブロステノールで治療 されている成人患者へのボセンタン追加効果については報告がない｡我々

は高用量エポブロステノールで治療中の 8名の肺高血圧症患者にボセンタンを追加授与 し､急性

期 ･慢性期の血行動態及びエポブロステノール投与量を評価 した｡ボセンタン投与で急性期に有

意な混合酸素飽和度の上昇及び収縮期肺動脈圧の低下を認め､7名の患者でエポブロステノール

の減量が可能であった｡経過中肝障害及び右心不全で 2名の患者が脱落､右心不全の患者はボセ

ンタン投与時の肺動脈圧が高かった｡残 り6名は急性期に得 られた効果を慢性期 も維持でき､エ

ポブロステノールの再増量も必要なかった｡以上より高用量エポブロステノールで治療 され且つ

状態が安定 している患者へのボセンタン追加投与は有効であることが示唆された｡

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

高用量エポブロステノールで治療中の 8名の肺高血圧症患者にボセンタンを追加投与

し､急性期 ･慢性期の血行動態及びエポブロステノール投与量を評価 した｡ボセンタン投

与で急性期に有意な混合酸素飽和度の上昇及び収縮期肺動脈圧の低下を認め､7名の患者

でエポブロステノールの減量が可能であった｡経過中肝障害及び右心不全で 2名の患者が

脱落､右心不全の患者はボセンタン投与時の肺動脈圧が高かった｡残 り6名は急性期に得

られた効果を慢性期 も維持でき､エポブロステノールの再増量も必要なかった｡以上より

高用量エポブロステノールで治療 され且つ状態が安定 している患者-のボセンタン追加

投与は有効である羊とを示 した価値ある業横である｡

よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡


